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棚橋 美桜さん（2年生）

財政制度の現状と問題点について体系的に学ぶた
め、社会的インフラなどの公共支出論、消費税や
所得税などの租税論、国の借金についての公債論
といった基礎的知識を深める講義です。財政学は
難しそうなイメージでしたが、先生が身近な例を
挙げてくださるので理解しやすく、考察を深める
ことができます。

リアリティのある

企業の“良い”経営を探る

企業の経営
2年次前期配当科目／専門部門（経済・経営科目群）

都市と自治
2年後期／専門部門（財政行政科目群）

実例から学ぶ、企業のリアルな経営活動
̶ この講義は、どのような内容なのでしょうか。
　「企業の経営」は、企業経営全般の知識を提供している講義
です。経営理論や企業の経営活動について紹介するほか、さまざ
まな経営指標の見方についても解説しています。私は日本総研＊

の出身で、実務経験を有した経営学者です。前職時代も含めると
150社以上の企業の経営改善をしてきました。講義では企業経
営の理論的な話もしますが、それだけでは学生の興味を引くこと
は難しいので、私の経験を元にした、かなりリアルな実例を話し
ながら進めています。文理融合の都市情報学部においても経営
に興味がない学生も少なくありません。経営学をもっと身近に感
じてもらえるように難しい理論もわかりやすく簡潔に伝えること
で、経営学に興味が湧くような講義を心がけています。私の実体
験を通して、学生自身が疑似体験として受け止めてくれることを
期待しています。
＊日本総研…日本総合研究所。シンクタンク・コンサルティング・ITソリューションの3つの機能
を有する総合情報サービス企業。

̶ 講義を通して、どのようなことを身につけてほしいですか。
　私は常 「々経営学は人間学だ」と思っています。マネジメント
の本質は、人間の上下関係。企業の上下の人間関係の難しさ、
グループリーダーになったときにどのようにリーダーシップを発

揮すべきか、また部下を持つ立場になったときにどのようにメン
バーの力を発揮させ結集させるのか、といった実践的な内容に
も触れていきます。これらは学生時代はもちろん、社会で活躍す
るためにもとても重要で役に立つ知識です。私は、現在もリアル
に企業と対話し続けている経営学者です。経営学に基づいたコ
ンサルティングで今を生きる企業を元気にするとともに、現場の
企業人と常に会話していることを学生の学びの場へ落とし込むこ
とを大切にしています。これがこれからの経営学に必要なリアリ
ティのある学びなのではないでしょうか。

社会でいち早く活躍できる人を目指して
̶ 学生には、社会に出てどのように活躍してほしいですか。
　社会に出ていち早く、リーダーとなって組織を率いることのでき
る人材になってほしいと思っています。私の講義では「マーケティ
ング」「マネジメント」「組織論」「リーダーシップ」など、社会に出
てから誰もが口にする言葉がたくさん出てきます。つまり、厳しい
社会を生き抜いていくために、極めて重要な学問なのです。私は
講義でもゼミでも、学生の今後の人生の幸せにつながることを伝
えたいと常々思っています。社会に出て人間関係につまづいたとき
に「雑賀先生がそういえばあんなことを言っていたな」と思い出せ
るエピソードを、なにかひとつでも心に残せたら理想ですね。

山中 俊輝 さん（4年生）

経営戦略入門　
雑賀 憲彦 著（ふくろう出版）

人生に役立つ経営学　
雑賀 憲彦 著（三惠社）

ミクロ経済学の力　
神取道宏 著（日本評論社）

「経営戦略入門」は、経営戦略の基本的な理論を体系的に理解する
ための入門書です。実際の企業事例を取り上げながら、現場でどん
な経営戦略が用いられ、どんな効果を上げているか解説していま
す。経営戦略を身近なものとして捉えることのできる一冊です。読み
ものとして楽しめる「人生に役立つ経営学」もおすすめです。
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雑賀先生はユーモアや小ネタを挟みながら講義
を進めてくださるのでとても楽しく、理解しや
すいです。この講義では、マネジメントの方法
や人間関係論など、日常生活やこれからの社会
人生活に役立つ内容が多いです。先生の経験談
から、良い企業や業界の選び方など就活に直接
役立つ知識も学びました。

学生の声 学生の声

雑賀 憲彦 教授 Prof. Saiga Norihiko 赤木 博文 教授 Prof. Akagi Hirobumi

政府や地方自治体の

経済活動を分析する

都市と財政
2年後期／専門部門（財政行政科目群）

政府・地方自治体の在り方をまず「疑ってみる」
̶ この講義では、どのようなことを学びますか。
　政府や地方自治体の経済活動を分析する「財政学」を学び
ます。経済には市場メカニズムだけではうまくいかない分野が
存在するため、政府にはそれを補完する役割があり、公共財や
社会保障がそれにあたります。政府に求められる役割に加え、
現在の予算制度や選挙などを経済学的に分析する公共選択論
なども学びます。財政学に関するスタンダードな学説について、
身近な事例を挙げて紹介することで、内容を理解しやすい講義
になるよう、心がけています。

̶ 講義を通して、どのようなことを身につけてほしいですか。
　政府や地方自治体は、学生たちが生まれたときから当たり前
に機能している存在です。きっと「なぜ政府が必要なのか？」と
いう疑問なんて微塵も持つことなく暮らしてきたと思います。し
かしこの「なぜ？」「どうして？」と疑問を持つことこそが、学問
の進歩につながってきました。講義では、まず政府や地方自治
体を批判的に見る目を養ってほしいと思っています。政府や地
方自治体の理想の姿を知れば、現状が理想と乖離していること
に気づけるはずです。「政府や自治体は常に正しいものだ」「間

違うはずがない」と妄信するのではなく、現実の政府や地方自
治体の行動を疑ってみることが学問の始まりであり、自分たちの
暮らしをより良くしていく一歩になります。また、私たち選挙民が
政府や自治体の経済活動を厳しく見る目を持つことは、政府や
自治体のレベルを引き上げることにもつながります。この講義で
は、その判断に役立つ知識や考え方を身につけてほしいと思っ
ています。

さまざまな学問の考え方、ものの見方に触れよう
̶都市情報学部で、どのようなことを学んでほしいですか。
　財政や経済学的な考え方を身につけることを通して「疑問を
持ってみる習慣」をつけてほしいと思っています。この学部に
は様々な分野を専門とする優秀な先生方がそろっていて、それ
ぞれの学問や分野に、特有のものの見方・考え方があると思い
ます。都市計画や情報、経済などを広く学び、柔軟に吸収して
いくことで、いろいろなものの見方や考え方に触れてほしいと
思っています。
　学生生活はあっという間です。貴重な4年間のうちに、自分
の柱になるようなものを見い出し、充実した日々を送ってほしい
です。

現代経済学 ̶ 価格分析の理論 ー
小宮 隆太郎、兼光 秀郎 著（創文社）

初版は 1973年。数学を用いて経済学を
表現しており、ミクロ経済学を学ぶ学生に
もおすすめです。理解しにくいところもあるかもしれませ
んが、今改めて読んでも学びがあります。大学時代にこ
の本に出会い、研究者を目指すきっかけとなった原点の
ような一冊です。
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赤木 博文 教授 Prof. Akagi Hirofumi
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